












【研究目的】

合併症もなく正常な妊娠、出産という経過を辿ったにせよ、それが妊産褥婦に肉体的だけ

でなく、精神的にかなりの stress となることは想像に堅くない。さらに母体合併症が妊

産褥婦に肉体的、精神的な意味でなんらかの影響を与えることも当然考えられることであ

る。そうした母体合併症を持つ妊産褥婦の精神状態、心理状態の把握や精神的支援に関し

ては、それぞれの医師、助産婦、患者の個人のおかれる状況で個々になされるか、放置さ

れているのが現状である。

また近年の晩婚化、少産少子化、核家族化の進行さらに社会に氾濫する妊娠、分娩、産褥

等の情報は良い意味でも悪い意味でも妊産褥婦のおかれる状況を変化させてきているもの

と思われる。されに近年の医療の進歩は従来妊娠が不可能であった人、妊娠の継続が困難

であった人などの妊娠、分娩をも可能とし、対象となる妊産褥婦自体も変化されている。

そうした社会状況の変化は、精神的支援の形態を変化させ、また精神的支援のありかたも

変化させるかもしれない。しかしながらその観点からの調査、研究は、産科臨床において

必要とされるにもかかわらずほとんどなされていないのが現状である。そこで今回、母体

合併症とそれが妊産褥婦に及ぼす心理的 stress につき客観的評価を行い、現状を把握す

るとともに、併せてその精神的な支援のあり方を模索するためにを実態調査を行い検討し

た。


